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1. 「みどり」と「イノベーション」の融合拠点 
 うめきた 2 期がまちびらきを迎えるおよそ 10 年後には、すべてのものがインター

ネットにつながる超スマート社会が到来していると考えられる。 

 人口の高齢化、国際化などさまざまな課題を克服していくため、人々の多様な活動

や健やかな暮らしを支える技術やサービスへの社会ニーズはますます高まるものと

考えられる。 

 こういった課題やニーズの克服のためには、都心機能の高度化や関西の魅力ある都

市間の連携強化といったまちづくり・ハード面の充実と、産学官に住民・ユーザー

も参画する取り組みといったソフト面の充実の両輪が求められる。 

イノベーションの体験フィールド 

 都心「みどり」の存在は、来街者に他にはない新しい楽しみをもたらし、多様な人々

の往来がもたらす交流からさまざまなイノベーションが誘発される。 

 さらに、ここで繰り広げられる人々の様々な活動が、個々人の協力を得て情報とし

て活用され、新しい技術やサービスにつながり、社会的課題の解決に生かされてい

くことが期待される。 

 例えば、うめきたを訪れる人々が、「みどり」の屋外空間で様々な未来技術やサービ

スを体験し、そこで得られる自らのデータを心身のリフレッシュや生活スタイルの

見直し、健康づくりなどに活用したり、体験データの提供や製品・サービスの評価

などを通じて学術研究や製品開発へ貢献したりするなど、都心ならではの産学官民

一体の取り組みの実現が考えられる。 

 このように、「みどり」の屋外空間で展開される人々の様々な活動は、他に類をみな

い研究、マーケティング、広報・展示の機会をつくりだし、日本国内はもちろん世

界から研究者や企業などをうめきたの地に呼び込む。 

活動のブランド化 

 都心「みどり」とそこで展開される活動が、世界に大阪独自のコンテンツを発信す

る原動力となり、国際都市「大阪」のブランド力の向上に寄与する。そしてこれら

の活動が、国内外からの集客・交流をさらに加速し、新たな観光資源の開発や企業

立地などにもつながる好循環をうみだし、都市の活性化をもたらすと期待される。 

一体的マネージメント 

 「まち」と「みどり」の価値を高め、使いこなし、さまざまな活動につないでいく

ためには、タウンマネジメントを担う組織の役割が極めて重要となる。 

 うめきた２期で組成されるマネージメント組織は、研究開発の早い段階から「みど

り」の空間を含むまち全体で、産学官民による活動のフィールドを提供する役割を

担う。 
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「みどり」とイノベーションの融合（想定される活動の例） 

 

 

うめきた２期のみどりを訪れ、それぞれの時間を過ごし、楽しむことに加え、 

 

例えば・・・・・ 

 

市民はみどりのフィールドでスポーツを楽しむ際に、健康の維持増進に活用することを目

的に、研究機関からバイタルデータを測定する最新のデバイスを借り受け、得られたデー

タを研究機関に提供することで自身の健康情報のフィードバックを受ける。 

研究機関は、市民から了承のうえで提供されたバイタルデータを解析し、新技術の実証を

行う。 

 

また、市民は、スポーツグッズ等の新商品を企業から借り受けて、みどりのフィールドで

試用・体験するなど、最先端の商品やサービスに触れ、楽しむ機会を得ることができる。 

企業は、新商品を試用してもらい、アンケートなどにより評価・意見を収集するとともに、

研究機関によるバイタルデータの解析結果を合わせて検証することで、よりニーズにあっ

た新商品・サービス開発に反映する。 

 

                  ↓ 

こうした活動を通じて、産学官民の共同によるオープンイノベーションの場を形成する。 

  



 

3 

 

2. うめきたの立地を活用するイノベーションの創出 

2-1  関西のハブとしてのポテンシャル 

 うめきたは、4 線 6 駅を有する関西の交通結節点にあり、関西の学術・文化・観光

拠点へ抜群のアクセス性をもつ。 

 さらに、平成 34 年度に見込まれる新駅の開設によって関西空港と直結し、世界と関

西をつなぐゲートウェイとしてこれまで以上に利便性が高まる。 

 また、うめきたのある大阪駅周辺には、ビジネスサポート機能や多様な商業施設な

ど、高度な都市機能が集積しており、国内有数のビジネス環境を有している。 

 

 国境を越えた経済活動がますます盛んになるなか、うめきたの特性を活用して、ヒ

ト・モノ・カネ・情報の交流がさらに拡大し、国境を越えた新しいビジネス開発拠

点となることが期待できる。 

 

 うめきたは、彩都・神戸医療産業都市・京都リサーチパーク・けいはんな学研都市

などの関西を代表する研究開発拠点から 1 時間圏内の位置にある。 

 世界レベルでみると、関西はひとつのクラスターであり、うめきたの抜群のアクセ

ス環境を活用し、関西国家戦略特区の拠点をつなぐハブとして、関西の研究開発拠

点でうみだされる様々な技術シーズを産業につなぐ役割を担う。 
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うめきた
地区

播磨科学公園都市地区

神戸医療産業都市

北大阪地区

京都市内地区

けいはんな学研都市

関西国際空港

夢洲・咲洲

阪神港

うめきたはエリアのハブとなる立地

関西には、イノベーション創出のためのリソースが豊富
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2-2  うめきた１期の取り組みとの連携 

 うめきた 1 期では、ナレッジキャピタルの活動が活発に行われ、知的交流の仕掛け

が動いており、多様なビジネス機会の創出によって、起業を志す人材の集積がみら

れている。 

 とりわけ、IT・サービス分野では、ニーズの発見から短期間で事業化のめどをつけ

る案件が生まれるなど、ビジネス創出の成功例も生まれている。 

多様な人材の集積機能に強み
18

うめきた１期ナレッジキャピタルの取組み

 平成21年、開発事業者12社の出資でＫＣＰ運営企画法人（現㈱KMO）を設立
 平成24年、一般社団法人ナレッジキャピタル設立
 ナレッジキャピタルの参画者は大学、研究所、企業、士業など100者を超え、日々
様々なイベントが開催されている。

□ ﾅﾚｯｼﾞｷｬﾋﾟﾀﾙの取組み

 平成25年４月「ナレッジキャピタル」開業

 イベント・セミナー等の開催を通じ、交流
機会の「場」を提供

 海外からの視察、25カ国 73団体

 ナレッジサロン会員数は約2,000人

（平成27年９月末現在）

 うめきたの知名度向上に貢献

□大阪市の取組み
 平成25年４月「大阪イノベーションハブ
（OIH）」開設

 グローバルイノベーション創出支援事業
（※）を実施

 イベント200回/年、来訪者は累計３万人

（平成27年８月末現在）

 起業コミュニティの形成に成果
※世界中から人材・情報・資金を集め、イノベーション
につながるプロジェクト創出支援を実施

 

 

 うめきた２期開発においては、1 期にはない屋外の開放的な「みどり」の空間を活

用し、ナレッジキャピタルの活動と連携することにより、研究と産業をつなぎ、う

めきた全体でイノベーション創出を加速することが重要である。 
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3. イノベーション拠点のテーマ 
イノベーション拠点の活動をスタートするにあたり、関西の強みを活かし、うめきた

の立地特性をふまえたテーマを、「ライフデザイン・イノベーション」とする。 

超スマート社会が到来する中、IoT やビッグデータの活用により、創薬や医療機器開

発などの分野にとどまらず、人々が健康で豊かに生きるための新しい製品・サービスを

生み出すことをめざす。 

3-1  テーマ設定の考え方 

 世界のクラスターをみると、例えば、オランダのフードバレーでは、自国の強みで

ある農業に着目して「食」をテーマとして設定し、関連する地域の大学・研究機関

や企業を繋いでクラスターを形成するとともに、海外とのアライアンスを積極的に

構築するなど、新産業創出に向けた多様な取り組みが展開されている。 

 このようにわかりやすいテーマを設定することで、発信力が高まり、専門人材が集

まりやすくなる等の効果があり、成功へのハードルをさげることができると考えら

れている。 

 うめきた２期におけるイノベーション創出の活動をスタートするにあたり、関西の

強みを生かし、関西のクラスターを繋ぐハブとして、また関西のゲートウェイとし

てのうめきたの立地特性を踏まえたテーマとして、「ライフデザイン・イノベーショ

ン」を設定する。 
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 「ライフデザイン・イノベーション」には、創薬や医療機器開発などの医療分野に

とどまらず、人々が健康で豊かに生きるための新しい製品・サービスが幅広く含ま

れており、うめきた２期の「みどり」のフィールドを産学官民が活用する“ユーザ

ー参加型の開発環境”とすることが重要となる。 

 

1

ライフデザイン・イノベーションのイメージ

ライフスタイル
ＱＯＬを支える

製品・サービス 等 ウェルネス
心と体の健康増進につながる

製品・サービス 等

エデュテインメント
楽しみと学びを実現する
イベント・プログラム 等

大学・研究機関 企業・起業家

 

 

3-2  関西の強み 

関西には、健康・医療分野における先進的な取組みの蓄積がある。 

 

国家戦略特区等を活用した取り組みが進んでいる 

 総合特別区域法に基づき関西イノベーション国際戦略総合特区の指定を受けてい

る。また、“健康・医療分野における国際的イノベーション拠点の形成を通じ、再

生医療を始めとする先端的な医薬品・医療機器等の研究開発・事業化の推進等を目

標”として、国家戦略特別区域法に基づき関西圏国家戦略特別区域の指定をうけて

いる。 

 特区計画の推進などにより、うめきた１期にＰＭＤＡ、ＡＭＥＤの誘致を実現し、

薬事に関する各種相談や創薬支援事業の環境整備など先進的な取組みが進んでい

る。 

 国家戦略特区を活用し、関西圏の人と技術、産業をつなぐハブとして、うめきたを

整備活用することが重要となる。 

 

特徴あるクラスターが形成されている 
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 彩都等を含む北大阪バイオクラスター、神戸医療産業都市、けいはんな学研都市な

ど、健康・医療に関わる大学・研究機関、企業の研究開発拠点が集積するクラスタ

ーが形成され、関西全体で高いポテンシャルを有している。 

＜関西のプロジェクト例＞ 

関西では多様な産官学の連携プロジェクトが展開されており、そういったプロジ

ェクトの人々の生活との接点、実証の場として、うめきた 2 期との連携も期待さ

れる。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

京都大学 COI 拠点 

概要 

人と社会が「つながる」こ

と、いつも健康を管理し、

高度医療により支えられる

ことによる、安心感に根ざ

した活動的な社会、「しなや

かほっこり社会」を実現す

るため、コードレスな電力

伝送と高度 ICT技術が支え

る安心生活、センサーネッ

トワーク、予防・先制医療、

先端医療の領域において、

大学と企業が専門分野と業種を超えて垂直・水平連携した研究開発を行います 

 

大阪大学データビリティフロンティア機構 

概要 

安心安全な社会の実現のためには、

広範な分野で日々生成されている

ビックデータの迅速な解析と効果

的な利活用により、いかに有用な

情報や知識を取り出すかが重要な

鍵となります。大阪大学では、「利

用可能な超大量データを持続可能

かつ責任をもって活用すること

（データビリティ）」による新たな

科学の方法である「データビリテ

ィサイエンス」を探求する「デー

タビリティフロンティア機構」を立ち上げ、人工知能をはじめとする高度な情報関連技術を駆使し、
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生命科学、医歯薬学、理工学、人文科学等の科学技術・学術の新たな地平を切り拓くとともに、社会

的、公共的、経済的価値の創造を促進するための学際融合研究を推進します。また、データビリティ

の飛躍的向上に資する次世代を担う研究者や技術者を生み出す「協奏と共創の場」として、人材育成

に積極的に貢献してまいります。 

 

「健康“生き活き”羅針盤リサーチコンプレックス」 

概要 

より正確な健康維持・増進

への指針、つまり将来にわ

たり健康で“生き活き”と

した人生を送っていく上で

の「羅針盤」の提供を目指

し、そのためのツール（仮

想自身）の構築を進めます。

そのため、先端医療技術の

研究開発拠点「神戸医療産

業都市」に、理化学研究所

及び国内外の大学・研究機

関で中心的に活躍している

研究人材を結集し、ライフ

サイエンス、ナノテクノロジー、計測科学、デバイス、コンピューター科学を融合することで、“ヒ

ト”に関する解析データ等の統合的な理解を進め、将来の自分の健康状態を予測するために必要なコ

ンピューター上での仮想自身の構築を進めます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

経済界の取組みが進んでいる 

 関西経済連合会をはじめとした、関西の産学官による「関西健康・医療創生会

議」の創設や、大阪商工会議所による医薬品・医療機器開発促進事業の実績な

どの取組みが進んでいる。 

 第５４回関西財界セミナーにおいても、“関西エリアに集積する各クラスター

発のトータルヘルスケアソリューションにより、・・・・産学官民による共創

と循環を促すとともに、それを実現するための中核拠点形成やまちづくりを推

進する”という方向性が示されている。 

 関西には、情報関連企業やものづくり企業の分厚い集積があり、こういった企業の

健康関連事業分野への参入も加速している。 
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3-3  ‘うめきた’の立地特性を活用できるテーマ設定 

 “人”の活動を起点とするイノベーションの誘発 

 うめきたは、都心の一等地に立地する他に類のない「みどり」の空間と、まち全

体をマネージメントするタウンマネジメントのしくみにより、まちをフィールド

にユーザー参加型のビジネス創出が期待できる。 

 人々の活動を起点する健康や生活分野の製品・サービスの開発には、健康・医療

関係はもとより、情報関係やものづくり関係など幅広い企業や研究機関の参画が

不可欠であり、異分野・異業種の人材交流機能を持つうめきたの立地環境が適し

ている。 

 

関西のゲートウェイとして、多国籍、多世代の人々の交流 

 世界、とりわけアジアでは、人口の高齢化や所得の増加によって今後ますます健

康や生活に関連する産業へのニーズが高まることが予想されている。 

 うめきたは、こういった国や地域との人的交流を強化・拡大することによって、

国境を越え、直接世界につながるビジネスを創出する拠点となることが期待でき

る。 

 

 3-4 テーマの発展方向性について 

 「ライフデザイン・イノベーション」は、うめきたの立地特性を生かし、人と健

康・生活の関わりの中から異分野融合によるさまざまなイノベーション創出が期

待できるテーマと考えられる。 

 とりわけ、未来生活を支える競争力ある製品・サービスの開発には、もののイン

ターネット、インダストリー4.0 などと呼ばれるものづくりの新しい取り組みが不

可欠となってきており、ものづくりを含めた幅広い企業が参画する柔軟で発展性

のある取り組みが必要である。 

 うめきた２期のまちびらきまでには、大幅な技術革新や社会経済環境の変化も予

想されることから、時代のニーズに応じてテーマを柔軟に変えていくことも想定

して取り組むことが重要である。 
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4. うめきたの中核機能に求められるもの 
 

 イノベーション創出の鍵は、多様な人々が関わりあい、コミュニケーションし、新

しい事業を生み出し、育てていく仕組みにある。 

 海外のクラスターでは、新事業創出の中心的な役割を担う大学・研究機関が存在し、

クラスター内の産学官民の協働を促進するとともに、国内外の外部関連機関との接

続を図る総合コーディネート機関や起業をサポートする支援機関、インキュベーシ

ョン機関等の支援インフラを整備・誘導し、多面的で継続的な相互連携を促進させ

ている。 

 関西は、我が国を代表する企業群や起業家の集積、世界レベルの研究開発拠点など、

トップレベルのクラスターを形成する要素を十分に有している。 

 これらのポテンシャルが、関西全体の大きな動きとなり、オール関西で、イノベー

ション創出を加速していくためには、それぞれの拠点が必要に応じて連携し、企業

や起業家、ユーザーなどとコミュニケーションしながら各々の持つ強みを新産業に

つないでいくことが重要である。 

 

5

「みどり」と「イノベーション」の融合拠点
多様な価値をうみだす「みどり」とイノベーション」を支える中核機能

「みどり」

新産業創出
～新たなビジネスチャンスの創出～

参加型実証研究
ビッグデータ活用

プレマーケティング

知的人材育成
～交流による多様な気づき～

プロジェクトを通じた学び
実践的プログラムの実施

国際集客・交流
～まちと一体化する交流空間～
屋外空間も活用した
イベント・展示
レセプション
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4-1 新産業創出機能 

 

中核機能の中心となる新産業創出機能の実現には、立地にすぐれ、高質なみどりの空間を

擁するうめきたに、関西の研究開発拠点の人と技術を、産業、ユーザーにつなぎ合わせて新産

業創出を加速するしかけを導入することが重要となる。 

このため、総合コーディネート機関を設置し、イノベーション支援機関や新産業創出に関わる

企業の参画を得て、イノベーションプラットフォームの形成とマネージメントに中心的な役割を担

うことが求められる。 

4-1-1  総合コーディネート機関の設置 

 総合コーディネート機関は、うめきた２期でのイノベーションプラットフォーム形

成の中心的役割を担い、関西をはじめ国内外の研究開発拠点と連携し、技術の事業

化を加速する。 

 民間ノウハウを活用する観点から、経済界の協力のもと広く企業の参画を募るとと

もに、開発事業者も参画する。 

 新事業開発、組織マネージメントに実績のあるリーダーのもと、まちづくりの準備

期間から活動を開始する。 

 この活動に参画する企業にとっては、通常の業務の範囲では出会うことの難しい異

分野・異業種の交流機会が日常的に提供され、新事業創出のスピードアップを図る

ことが期待できる。 

 また、民間開発事業者にとっては、総合コーディネート機関の活動が、うめきたの

イノベーション拠点としての認知度を高め、単なるオフィスや商業施設とは異なる

まち全体の魅力やグレードを生み出すことにつながると考えられる。 

 総合コーディネート機関は、イノベーション創出のフィールドとして、「みどり」の

空間やまち全体を活用していくため、様々な企画づくりや実施の調整などタウンマ

ネジメント機関と積極的に連携・協力する。 

 

＜総合コーディネート機関に求められる活動例＞ 

 企業と研究機関を結び付けるネットワーク機能 

うめきたに進出する企業、研究機関を中心にネットワークをつなぎ、具体的な事業提携につな

がるマッチングや紹介事業を実施する。 

さらに、プラットフォームに集まる事業シーズや新興企業を国内外に紹介するなど、新たなビ

ジネス開発の機会を提供する。 

 革新的プロジェクト支援、実証研究コーディネート 

プロジェクト組成や資金獲得に向けた支援や、まちや「みどり」をフィールドに実証研究を行

うためのコーディネートなど、関係支援機関とも連携しながら、開発や事業化の加速をめざす。 

 国際的な連携関係構築機能 
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国境を越えた最適なチームによるプロジェクトづくり、ビジネスアライアンスの実現など、広

域での事業展開を実現するため、海外の研究開発拠点やビジネス拠点との日常的な関係づくり

や、話題性のある国際会議等への参加、交流・情報発信などを行う。実際に海外のビジネス開

発拠点を訪問しての関係構築や、強力な海外ネットワークへの参画、アジアをはじめとする海

外の研究者、ビジネスパーソンとのネットワーク強化などが必要となる。 

 

4-1-2 イノベーション支援機関の誘致 

 開発や事業化のステージに応じた支援を実施するためには、幅広い機関の参画が不

可欠となることから、自らの事業としてイノベーション支援を実施している機関の

立地を求める必要がある。 

 これらの機関が同じ施設内に入居するという全国初の場をつくり、支援機関相互の

密なコミュニケーションをつくることによって、研究成果の事業化、共同研究の促

進、起業支援等の豊富な支援メニューをイノベーション創出に効率よく活用してい

くことができる。 

 うめきたの、他に類のない立地優位性を活用することによって、関西一円へのイノ

ベーション加速効果の拡大が期待できる。 

 国等の機関を対象とする誘致活動については、総合コーディネート機関のもと、大

阪府・市、経済界が開発事業者と連携して取り組む必要がある。 

 

4-1-3 研究機関の参画 

 うめきた２期では、屋外の「みどり」を活用し、ユーザーのフィードバックを得て、

効果的・効率的に研究開発や実用化プロジェクトを進めることができるよう、研究

機関と、多様なユーザーとのインタラクティブな開発環境を構築する。 

 このような開発環境を活用し、産学連携によって、国の競争的資金を得たプロジェ

クトチームが一定期間共同ラボに滞在し、実証フィールドを活用して研究開発の方

向性を最適化しながら事業化を加速する、などの取組みが考えられる。 

 また、関係機関が集まることによって、プロジェクトの成長ステージに応じた人材

や資金の獲得機会の増加も期待される。 

 

4-1-4  アライアンス企業の立地促進 

 研究成果やビジネスアイデアの事業化に向けては、多様なビジネスパートナーが必

要となる。このため、企業の新規事業企画部門や研究部門、投資会社、ビジネスア

クセラレーター、企画会社、デザイン会社など、事業化のあらゆるステージに関係

する企業と容易に接点の持てる環境づくりが求められる。 

 とりわけベンチャーキャピタルやアクセラレーター等の立地は、事業の成長ステー

ジに応じたサービスを総合的に提供し、事業化を促進する効果が高まると考えられ
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る。 

 さらに、試作品製作サービスや、プロジェクト参加者が一定期間滞在できる施設、

日常的に交流できる場の提供など、イノベーション創出活動に参画するさまざまな

企業が考えられる。 

 アライアンス企業の立地促進については、開発事業者のノウハウを活用した取り組

みが期待される。 

 

 

 

 

 

 

4-2  知的人材育成機能 

 

 

 大阪都心では、過去には工場等制限法によって多くの大学が郊外に流出した。近年

社会人大学院等のサテライトキャンパスの都心立地がすすんだものの、若者がまち

づくりや新事業創出に参加する機会が十分ではないと考えられる。 

 イノベーションを担うのは、構想力や実行力を備えた人材であり、ビジネスパーソ

ンや若者が育ち、つながり、ネットワークを広げていけるよう、新規プロジェクト

に参加できるしくみづくりや、大学等の連携による実践的教育プログラムを実施で

きる環境整備が必要となる。 

総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
関

海外の研究開発拠点、ビジネス拠点に向けて情報発信

ネットワーク構築を通じて
のプロジェクト組成支援

資金獲得支援、
実証研究コーディネート

イノベーション
支援機関

教育・研究機関

アライアンス
企業

資金供給
知財の活用促進 等

参画

参画

企業と研究機関による
事業化プロジェクトを創出

「みどり」を活用した実証研究
による開発や事業化の加速

情報発信 国際的な連携関係の構築

国境を越えたプロジェクト、

ビジネスアライアンスの実現

イノベーションの担い手となる知的人材育成に向けては、うめきた２期で実践されるプロジ

ェクトへの参加によるイノベーションプロセスの体験や、国内外の大学などの連携による教育

プログラムの実施など、さまざまな人材育成の機会を作り出す取り組みが重要である。 

総合コーディネート機関の役割と進出機関との連携 
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4-2-1 実践的な教育プログラムの実現 

 うめきたでの人材育成については、“みどりの屋外空間を活用したイノベーション創

出”を特徴とするプログラムが考えられる。 

 例えば、実証研究・マーケティングリサーチをはじめ、技術の実用化プロセスを体

験するプログラムや、みどりの屋外空間に集まる多様な人々の活動や交流の観察に

基づく研究プログラムなどが期待できる。 

 さらに、こういった大学等の活動と連携し、こどもの頃からの科学マインド・起業

家マインドを醸成するプログラムや国際人材育成プログラムなど、既存の枠にとら

われない新たな人材育成の取り組みも期待される。 

 

4-2-2  国内外の教育・研究機関の連携による人材の集積・交流 

 イノベーションの担い手として世界で活躍する人材を育成していくため、連携大学

院などによって単独の教育研究機関だけでは不足する専門人材を補完しあい、わが

国を代表するレベルの人材育成プログラムが実施されることが期待される。 

 イノベーション創出を担う人材育成に向けては、 

例えば、 

・ 独自の構想力を強みとして、技術を有する研究者・技術者と、会社経営の実績等

を有する経営者をつなぎ、イノベーション創出を促進するデザイン人材。 

・ 既存の学問領域や技術分野を越えてチーム等を組成し、新たな社会的課題の解決

やマーケット・ニーズへの対応に取り組むことができる文理融合人材。 

・ 事業リスクをとって、社会的課題の解決や先進技術の強みを活かしたビジネスモ

デルを企画し、資金調達や出口戦略をデザインし、行動する起業人材。 

などの育成に向けたさまざまなプログラムの実施が期待される。 

 例えば、ライフデザイン・イノベーションを実現する学際融合分野では、健康予防

のためのビッグデータを活用できる医療情報の専門人材や、グローバル医療を支え

る医療通訳人材などの育成が考えられる。 

 さらに、海外とのアクセスの良いうめきたの立地を生かし、国内大学と海外大学と

のジョイントディグリープログラムの実施や留学生交流事業への社会人の参加、国

内外の大学による開かれた学術交流や人材交流の場の形成などにより、世界に通用

するグローバルな人材の育成が期待される。 
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□新産業創出と知的人材育成

34

うめきた２期の知的人材育成機能

イノベーション創出を通じたＯＪＴ
• 技術の実用化や起業など、イノベーション創出
に関わるプロセスを体験し、現場で学ぶことそ
のものが人材育成の機会となる。

国内外の研究機関や高度人材育成機関との
連携による人材の集積・交流・情報発信

様々な教育プログラムの実施
• イノベーション創出に必要な基礎的資質の修得
例）デザインスクール

新産業創出

知的人材育成

 

 

4-3  国際集客・交流機能  

 

4-3-1  「みどり」の魅力を活かした集客力の強化 

 うめきた２期の「みどり」は、災害時の一時避難場所など安心・安全の基盤となる

ことはもちろん、ビジネスパーソンや買い物客だけでなく、ファミリー層や子ども、

高齢者など従来とは異なる新たな人々の都心への来訪を促す。 

 都心に生まれた質の高い「みどり」の空間では、人々に屋外空間の新しい楽しみ方

を提案し、憩い、食事、スポーツ、文化、学習、交流等の場として、高い集客力を

発揮することができる。 

 さらに、研究者やビジネスパーソン、起業家などイノベーションの担い手となる多

様な人材を集め、コミュニケーションの機会を提供し、新たな活動を促す場となる。 

 このような「みどり」の空間の持つ魅力を発信、活用していくためには、まちとみ

どりの一体的なマネージメントによって、さまざまな活動を誘発し、集客・交流に

取り組むことが重要である。 

 

4-3-2  まち全体で都市型エリア MICE を実現 

 うめきた 2 期の集客施設は、多様な使い方に対応して柔軟に運用できる施設構成と

することにより、都心開催を求めるさまざまな MICE の受け入れが可能となり、ま

ちの集客力が高まるものと考えられる。 

 さらに、うめきたのある大阪駅周辺地区には、国際水準のホテル、一定規模の会議

都心に生まれた高質な「みどり」の空間を活用し、集客・交流につながる様々な活動を展開

するとともに、うめきた２期の施設と大阪駅周辺の多様な施設が相互に連携することによっ

て、一定規模のMICE が開催できる環境の実現を図り、大阪・関西の発信力を高める。 
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場、アフターコンベンションに適した飲食・物販施設などが多数立地していること

から、このような施設群と、うめきた 2 期に開設される施設が互いに連携すること

によって、より規模が大きい国際的なコンベンションを開催することが可能となる。 

 エリア全体の施設を有効に活用する都市型エリア MICE の実現には、まち全体での

取り組みが必要であることから、うめきた 2 期エリア内はもちろん、大阪駅周辺の

関係施設とも連携し、施設の利用調整や集客のための企画、プロモーションなどを

行うしくみづくりが求められる。 

 

 

大阪駅周辺エリアに集積するMICE関連施設

うめきた１期

 コングレコンベンションセンター（大ホール最大収容人員1,750名）

 ナレッジシアター（最大収容人員381名）

 カンファレンスルーム（全15室 最大収容人員225名） など

3

うめきた周辺

 スカイビル アウラホール（最大収容人員1,000名） ステラホール（最大収容人員700名）

 ハービスホール 大ホール（最大収容人員1,000名）

 アフターコンベンションや宿泊に対応できる国際級ホテル など

うめきた２期

 多目的に活用できる施設構成とする。

 屋外での展示など、「みどり」の活用を図る。

＋

3
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5. 中核機能を実現する施設構成 
 

中核機能は、主に総合コーディネート機関が運営し、公的な機関が立地することでイノ

ベーションを牽引する「プラットフォーム施設」と、民間企業のノウハウを活用して新事

業創出を促進する「イノベーション施設」で構成する。 

ここに立地する産学官の主体が、相互に連携してイノベーション創出活動を行う。 

 

5-1  プラットフォーム施設 

 中核機能のプラットフォーム施設は、総合コーディネート機関が運営し、主とし

て公的な支援機関と事業開発プロジェクトのチームが立地することでイノベーシ

ョン創出を牽引する。 

 プラットフォーム施設として、賃料負担力は低いが、イノベーション創出の波及

力が高いファンディングエイジェンシー等が入居できるスペースの確保が望まし

い。 

 施設は、総合コーディネート機関の事務所やイノベーション支援機関等が入居す

るオフィスのほか、プロジェクトの入居を想定したレンタルラボ、知的人材育成

にも活用可能な共用ラボ、人材育成プログラムを実施する共用講義室、複数の会

議室などで構成することを想定する。 

 施設整備にあたっては、総合コーディネート機関と十分な協議を行うこととし、

快適な共用オフィスや交流空間など、多様な人材同士の自然な交流を生むような

工夫が求められる。 

 

5-2 イノベーション施設 

 ベンチャーキャピタルやアクセラレーター等、イノベーション創出を事業として

支援する企業等が立地できるスペースの確保が必要である。 

 

 例えば、 

新産業創出機能 

 新規事業の立ち上げに必要な投資会社、ビジネスアクセラレーター、企画会社、

デザイン企業 

 企業の新規事業開発の担当部門や研究所 

 電子工作機械を設置し、アイデアや技術を迅速に具体化し試作品から小ロット

の生産まで対応できるデジタルファブリケーション施設        など 

知的人材育成機能 

 イノベーション創出を支える未来志向の人材育成機関         など 
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国際集客・交流機能 

 展示会等が開催でき、フレキシブルに活用できる施設 

 国内外から訪れる起業家や研究者、留学生が週単位・月単位で利用可能な料金

水準の短期滞在型宿泊施設 

 食堂、カフェ、交流スペースなど新産業創出や研究開発に関わる知的人材が交

流できる飲食施設                         など 

 

 イノベーション施設の充実に向けては、開発事業者のノウハウの積極的導入が求

められる。 

 

 

6. まちびらきに先行する取り組み 
 

 うめきた２期開発は、開発事業者の決定から先行まちびらきまで、６年程度の年

月が必要となると見込まれている。この先行まちびらきまでの期間を活用し、う

めきた２期の認知度・関心を高め、「ライフデザイン・イノベーション」に関心の

高い研究者や起業家、ビジネスパーソンなどを集めていくことが必要である。 

 このため、まちびらきに先行して、各種研究会や国際会議の開催あるいは実証プ

ログラムの試行など、プロモーション活動やプレ事業を企画・実施していくこと

が望まれる。 

 また、その際には、関西を代表する研究開発拠点や大学・研究機関等とのネット

ワークを形成するよう努め、まちびらき後すみやかに活動できる準備を整えて行

く 

 


